
新年おめでとうございます。皆さんの元気な顔が見られて嬉しいです。今年もよろ

しくお願いします。 

 

いよいよ東京オリンピックの年ですね。 

7 年前の 2013 年 9 月 8 日 

滝川クリステルさんたちがアルゼンチンで東京オリンピックのプレゼンテーションを

行ないました。 

プレで思い出深い一節があって 

「東京は皆さまをユニークにお迎えいたします。 

日本語ではそれを「おもてなし」という言葉で表現いたします。 

それは、見返りを求めないホスピタリティの精神。それは先祖代々 

受け継がれながら、現代の日本の文化にも深く根付いています。 

「おもてなし」という言葉は、いかに日本人が互いに助けあい、 

お迎えするお客様のことを大切にするかを示しています。 

ひとつ簡単な例をご紹介しましょう。 

もし皆さまが東京で何かをなくしたら、ほぼ確実にそれは戻ってきます。 

それがたとえ現金であっても。 

実際に昨年、現金 3000 万ドル以上が落とし物として警察署に届けられました。 

～中略～ 

とプレして、今年のオリンピックが決定しました。 

 

確かに昨年末ケントリッジ高校の生徒が来られましたが最後の夜にデービス先生が

おっしゃっていました。 

「ジャッキーさんが、夕べ大騒ぎ。聞くと、スマホがない。落としてしまったのをホ

テルで気がついた。 

一緒に駅前の交番に行きました。届いてました。日本は素晴らしい」 

「おもてなし」のプレから 7 年 日本が世界に誇れるホスピタリティの精神は、今も

輝いているなと思いました。 

 

僕は、昨年の春に登美丘高校に来ましたが、皆さんと出会って、最初に思ったのはこ

のホスピタリティの高さです。 

基本的に登美丘高校の生徒は親切です。登美丘の強みやなと思ってました。オリンピ

ックの前年にみんなに会えて良かったです。 

 

さて、話が変わって。 

登美丘高校では、今年 1 月 30 日を目標に HP をリニューアルする予定です。 



今はみなさんの多くがスマホを持っていると思いますが、現在のホームページは、ス

マホ対応でなかったのでスマホで見るとちょっと、見づらい。なのでスマホでも見や

すくするのが狙いです。 

そして登美丘高校を夢見る中学生や、そのお母さんお父さん、そして何より在校生の

皆さんや、卒業生のみなさんに、登美丘高校の良さをしっかりとわかってもらいたい

と思っています。 

そのためにも、登美丘高校の良さをしっかりと発信したいと思っています。 

僕も、中学校の時は、毎週月曜日に全校集会があってお話していたんですが、高校で

はそれがないので、寂しいなあと思っていました。新しいホームページになったら週

一回くらいで発信したいと思っています。また見てやってください。 

 

ただ、根本、大切な事なんですが、 

では一体伝えたい登美丘高校の良さとは何かと言うところです。 

 

それは当然、ここにいる皆さんたち自身が登美丘高校のいっちばんの魅力です。 

なのでみなさんの日々の活躍の状況を伝えることが一番大切だと思っています。 

「登美丘 NOW」は引き続きブログ形式で、係の先生方を中心にしっかり提供していき

ます。楽しみにしてください。 

 

そのうえでもう一つ目玉を作りたいと考えていまして、みなさんに一つお願いがあ

ります。情報発信に協力いただける部活動を募りたいと思っています。 

情報発信のツールは部活動【公式】ツイッターです。その部活動【公式】ツイッター

にリンクを貼って、登美丘高校に興味をもって HP を開いてくれた、例えば中学生に、

部活動の魅力や活動状況を知らせていただきたいと思っています。 

現在、登美丘高校の部活動で【公式】と掲げているのは 3 部あります。陸上競技

部、吹奏楽部、ダンス部です。フォロワー数は陸上 404、吹奏楽部、689 です。僕は

この正月に、12 月 28 日に吹奏楽部がウィンターコンサートを開かれたのを、ツイッ

ターで見てました。他にも【公式】と書いてないのですが演劇部のツイッターもよく

見ていますし、男子バレー部や男子バスケットボール部のそれも見ています。中には

登美丘高校帰宅部とかネガティ部とかさらには 69 期大きなか部、究極は登美丘高校

フォーリンラ部というのもできてますが、これは公式でないんで、ほどほどにお願い

します。笑 

さすがにダンス部はフォロワー数がずば抜けていて、大阪府の公式ツイッターが 3.8

万、大阪市広報が 2.2 万、堺市が 1700 のところ、4 万 5000 フォロワーを誇っていま

す。10 月にバスケットボールウィンターカップの大阪府決勝戦のハーフタイムでダン



ス部が演技するのを見に行こうと思っていたのですが、ツイッターで 13：00 頃から

演技しますと書いていたので、その情報を頼りに訪問できました。 

登美丘高校 HP は、年間 17 万アクセスあります。演劇部のフォロワー数も 41 から

伸びると思いますので、ぜひ公式登録していただきたいですし、その魅力を登美丘フ

ァンに知らせていただきたいと思います。 

美術工芸部や書道部とかも、展示会や作品を見てみたいですし、他のクラブも大歓迎

です。みんなが頑張っていることを、多くの人に見てもらえればと思います。 

そもそも僕が公式ツイッターにリンクを貼りたいと思ったのは、2 年前の日大悪質

タックル問題の時に、フェニックスの HP を見てた時からです。結構いい HP で、試合

経過や意気込みが書いてました。あの時は炎上でむちゃくちゃになってましたが、

「ああっ学生主導でこういうのいいなあ」と思ってて、その時は中学校の校長だった

ので、できませんでしたが、今なら良いかなと思いました。 

 

この戦略はもろ刃の刃なところがあって、ツイッターには炎上がつきものです、一

瞬で評判が上がったり、問題になって炎上したりします。 

なので、リンクを張るにあたり、8 月から教育委員会とも何度もやりとりをしてい

ますし、学校の会議でも議論しています。教育委員会自体は、非常に慎重で、しっか

りとしたガイドラインを設定しています。なのでみんなに協力してもらいたいんだけ

ど、けっこうちゃんとした姿勢で運営をしてもらわなくてはなりません。本日のお昼

に、部活動の代表の方に来ていただいて説明しますのでよろしくお願いします。 

もう一つ、ホームページに学校案内を動画で上げたいとも思っています。農芸高校

とかもドローンで紹介したりしてますし。ただ、それには少し時間もかかりますの

で、昨年の夏に、中学校向けの案内用に各クラブで 20 秒くらいの募集動画をとって

いただいています。これをつなげて HP で紹介したいと思っています。顔が映りますの

で、同意書をいただきたいと思ってまして、これも部活の代表者さんに説明しますの

でよろしくお願いします。 

先日、近畿大学の世耕さんという広報部長と話す機会がありました。近畿大学は、

「早慶近」とか「大阪でユニバと言えば近大やろ」とかぎりぎりというか攻めの広報

を行なっているところですが、それが世耕広報部長の仕事です。その世耕さん

が  「グーグル、アップル、フェイスブック、アマゾン、この４つのＩＴ企業をガー

ファと呼ぶのですが、これからのインフォメーション、コミュニケーションは、ネッ

トや SNS 抜きでは考えられない。このガーファから逃げ続けるのか、向かい合って使

いこなすかが、とても大切だと思ってます」とおっしゃってました。 

登美丘の良さを伝えるのに、僕は挑戦していきたいと思ってますし、みんなにも協

力していただきたいと思ってますので、よろしくおねがいします。 

 



先ほど、東京オリンピックの年に向けた滝川クリステルさんの「おもてなし＝ホス

ピタリティ」は、登美高生の強みと言いましたが、もうひとつ、これは一学期 

かけて、先生方に、登美高生につけてもらいたい力について聞いて回りました。いろ

いろありましたが、「主体性や挑戦心を養う事」という声が多かったです。 

そういう面でも、 

今回の HP リニューアルで、みなさんの「主体性」や「挑戦心」に期待したいです。ま

ずは部活動とかからですが、挑戦とおもてなし、チャレンジとホスピタリティ、攻め

気と親切が 登美高生の両輪になったらいいなと思ってます。 

 

長くなってすみません。 

3 年生、あと授業を受けるのも 11 日ですね。悔いないように挑戦、頑張ってくださ

い。進路が決まっている人も、まだこれから勝負する人がいるので、これも気配り、 

親切心で、挑戦する友達を応援すべく、丁寧に授業を受けてくださいね。 

 

次に話しできるのは卒業式なので、ちょっと応援の言葉を送ります。内容は、はは 

ダウンタウンの笑ってはいけない青春ハイスクールからなんですが 

 

県立ヘイポーお豆が丘高校、府立登美丘高校と似てるやんと思って見てました。 

なんで県立やのに理事長やねんという突っ込みどころとかはままありましたが 

最後のパフィーの変え歌の前に出演者がボードを掲げて話してたメッセージ、これは

まっちゃんがみやさこにあてたメッセージだったと思いますがこれをみなさんへの応

援メッセージに代えさせていただきます。 

 

これが私の生きる道  

 

人生は山あり谷あり 

どんな逆境も 

理不尽だと思う事も 

じっと我慢をして 

焦らず 

落ちついて 

きっといつかは 

乗り越えていこう 

過去を振り返らず 

みんな仲良く手を取り合って 

前を向いて生きていこう 



それが君たちの生きる道だ 

 

頑張ってください 

今年 1 年よろしくお願いします。 

 

2020 年 1 月 8 日 校長 山本哲哉 


